
保証書
このたびは、セコニック露出計をお買上げいただきまして有難く厚く御

礼申し上げます。
この製品は弊社が心をこめて皆様にお届け申し上げたものでございます

が、使用説明書にもとづく通常のご使用状態において、万―保証期間内

に故障が生じました場合には、本保証書を現品に添えてお買上げの販売

店または最寄りの弊社サービスセンターにご持参くだされは、保証期間

内に限り無料にて修理・調整させていただきます。

露出計機種 L308    No.
お買上げ日

保証期間
(お買上げ日よりlヶ 年間です)

使用説明書

保証書付

お買い上げありがとうございます。ご使用前にこの説明書を
必ずお読みいただきこのL‐308の性能を十分ご活用ください。
この説明書は保証書を兼ねていますので、大切に保管してく
ださい。
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〒178東京都練馬区大泉学園町72414 TEL03(3978)2330

ご住所

ご氏名

露出計営業 :〒 162東京都新宿区市ヶ谷田町38新杵ビル
TEL 03‐3269-7245 FAX 03-3269-0580

大阪営業所 :〒 541大阪市中央区本町 236本町ビジネスビル
TEL 06-263-1571 FAX 06-261-2072

名古屋営業所 :〒 460名 古屋市中区栄 5814万 国ヒル
TEL 052‐ 251‐ 6201 FAX 052-251-6227

東京サービスセンター :〒 162東 京都新宿区市ヶ谷田町 38新杵ヒル
TEL 03-3269‐7243 FAX 03‐ 3269‐ 0580



1.各部の名称

電源キー

光球 (受光部)

モード切り換えキー

1)ア ンプ・ダウンキーの操作に
よリタイムが表示されます。

・ 国 が表示されているときは
シヤンタ~速度が表示されま
す。
・ 日 は秒
・ 国 はシネコマ数
(1困 は定常光測定モードのみ表
示)
2)ISOキ ーの操作により歴ロ
が表示され、設定フィルム感
度が表示されます。

測光スインチ

液晶表示部

アンプ°ダウンキー

ISOキー

電池ふた

ンクロターミナル

目次
各部の名称

液晶表示

モー ド選定一覧

測定の準備

(1)電池 をいれます

(2)測定モー ドのセ ット

(3)フ ィルム感度 (lSO)の セ ント

(4)シ ヤ ンタ
~速度(T)の セ ット

定常光の測定

フラ ンシユ光・ コー ドレス測定

フラッシュ光・ コー ド接続測定

取扱い上のご注意

仕様

アフターサービスについて

1)電源キーをONし たときb c
の文字が表示されます。
2)測定 F値の整数項が表示されま
す。
3)測定 EV値の整数項が表示され
ます。
4)測 定及び表示範囲外のときEu
(ア ンター)、 Eo(オ ー
バー)が表示されます.

2.液晶表示

レンズ (受光部)
モード切り換えキーの操作により
1)ロ コードレス測定
2)ロ コード接続測定
3)固 定常光測定
が表示されます。また、定常光測定
モードでは口団または 国 が表示さ
れます。

■

■Ｆ

ストランプ掛け

1)電源キーをONに したときに電
池容量の表示がされます。

(」 't ～ .` )

2)測定 F値、 EV値の小数項が表
示されます。

( _ `   (0 1) ～ ●1`'■  (09))
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3.モ ード選定一覧 4.測定の準備

入射光式と反射光式の測定切り換え方法

光球はスライドさせ a、 bそ れぞれのクリンク位置で止めて下さい。 (図 -1)
(図 -2)
*光球の移動はローレント部を指で押さえて動かしてください。 (図 -3)

(1)電 池 をいれます。
単 3乾電池 (LR-6ま たはR-6)15Vl
本を使用 します。

1 電池ふたを矢印の方向にひいてはずしま
す。 (図 -6)
2 電池の十一を電池ケース内の表示に合わ
せて一側を先に入れ―側に指で押すよう

にして挿入します。

3 電池ふたを本体に合わせスライドして閉
めます.

確実にかみ合ったことを確認してくださ

4 電源キーを押してONす ると液晶表示部
にb c文 字と電池容量を表わすトント
が表示され (図 -7)、 その後、測定
モー ドに切り換わります。

*電池容量が不足すると液晶表示部の b.c文
字が点減、または表示がされません。

*ONの 状態で放置しますとオー トOFF機 能
が働き約 4分後に自動的に表示がきえます。

*オー トOFF後 、再使用するときは、電源キ
ーをONし てください。
*設定されたモード及び設定値は、電源OFF
又はオー トOFF後 もメモリーされていま
す。
*Ni― cd蓄電池、リチュウム電池は使用で
きません。

(2)測 定モー ドのセ ッ ト
1 モード切り換えキーを押すことにより口
―タリー式にモー ドが変わります。

「測定方式」 「受光部」 「被測定光」 「モード」

図 -6

トント

閂
図-1 入射光式

L.ξ J'1亀

図-7

入射光式測定方法

被写体位置で光球をカメラのレンズに向けて測定します

(図 -4)

反射光式測定方法

・カメラ位置、またはカメラ方向から被写体の測定したい

部分に露出計のレンズを正しく向けて測定します  (図
-5)
・カメラ位置で測定すると被写体全体の平均測定になりま

す。
・部分測定するときは こきるだけ被写体の主要部に近ず
いて測定してください_
*露出計等の影が測定部分に入らないように注意してくだ
さい。
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測定の準備
5口 定常光の測定 (EV値、F値 )

*定常光モードで ISoキーを押したままモード切り換えキーを押すとEV値表
示とF値表示の切り換えができます。 (図 -8、 図-9)
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図-8
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図-9

1.モ ード切り換えキーを押して、口 定常光測
定モードに切り換えてください。
2 フィルム感度とシャッター速度をセットし
てください。
3.測光スイッチを押すと測定値が表示されま
す。
*定常光モードでは測光スイッチがON状態で
は連続測光しています。
*測定後、 ISOお よびT(タ イム)の変換に
より測定値の演算が自動的に行われます。
*EV値⇔ F値の切換え
ISOキ ーを押したままモー ド切り換えス
イッチを押すとEV値⇔ F値の表示が交互に
変わります◇ (図 -14、 図-15)
*液晶表示部のドットはF値間を1/10分割
した値です。例えば、図-15は F2.0+
3/10絞 りを表わしています。

*測定範囲を外れた場合は、Eu(ア ンダーエ
ラー)、 Eo(オ ーバーエラー)が表示され
ます。

日

回 路▲_
図-14

ロニ塾F′ど5

図-15

(3)フ ィルム感度 (lSO)の セッ ト
1. ISOキ ーを押したままアップ・ダウン
キーでフィルム感度をあわせます。 (図
-10)
*ISOキーを押したままアップ・ダゥンキー
を1秒以上押し続けると、 lSO数値が連続
して変わります。

(4)シ ャッター速度 (T)の セッ ト
1.ア ップ・ダウンキーで設定したいシャッ
ター速度にあわせます。 (図 -11)

2.シネコマ数は1/8000の 次に表示さ
れます。 (定常光測定のとき)
(図 -12)

3.フ ラッシュ光測定では1/500の 次に
1/75、  1/80、  1/90、  1/1
00のシャッター速度が表示されます。
(図 -13)
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6.フ ラッシュ光・コードレス測定 7.フ ラッシュ光・コード接続測定
シンクロコードを使用しないで測定する場合

1.モ ード切り換えキーを押して ■ コードレ
ス測定モードに切り換えてください。
2.フ ィルム感度とシャッター速度をセットし
てください。
測光スイッチを押すと、ロ マークが点滅し
測定待機状態になります。
フラッシュ光を受光するとF値が表示され
ます。 (図 -16)
*一度測定した後も 日ロマークは点滅をつづけ
待機状態にあり、再度フラッシュ光を受光す
ればF値は更新されます。
*口:マ ークの点減は約 90秒 間継続されま
す。
*Eコ マークが点減していないと測定はできま
せん。
*コ ードレスでフラッシュを発光させても露出
計が光を感知しないときは、「コード接続測
定」にしてください。 (周囲光に比べてフ
ラッシュ光がはるかに小さい場合は感知しな
いことがあります。)
*測定後にシャッター速度を変換すると測定値
は消え、 Fl直 は0になります。
*ラ ビット型蛍光灯や特殊な照明下では、フラ
ッシュを発光しないのに動作することがあり
ます。このようなときは、コード接続測定モ
ードにしてシンクロコードを接続し、測定し
てください。

*測定範囲を外れた場合は、Eu(ア ンダーエ
ラー)、 Eo(オ ーバーエラー)が表示され
ます。
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シンクロコードを使用して測定する場合

1 本体表面のモード切り換えキーを押して、
ロ コード接続モードに切り換えてくださ

2.フ ィルム感度とシャッター速度をセントし
てください。 (図-17)

3.フ ラッシュと露出計のシンクロターミナル
とをシンクロコードで接続してください。
(図 -18)
4.測光スイッチを押すとフラッシュが発光し
F値が表示されます。 (図 -19)
5.再度測定するときは、そのまま測光スイッ
チを押してください。新しいF値が表示さ
れます。
*フラッシュバルプを発光させて測定するとき
は同調範囲を確認してシヤッター速度を設定
してください。
*シ ンクロターミナルにシンクロコードを接続
するとき、また電源キーをON― OFFす る
ときにフラッシュによっては発光するときが
あります。
*シ ャッター速度を設定するときはカメラの同
調範囲をあらかじめ確認してください。測定
後にタイム変換するとF値は0になります。
*フ ラッシュによっては発光しないことがあり
ます。この場合は「コードレス測定」をして
ください。
☆ シンクロコード (ロ コード接続測定のと
きに使用します。)男り売
長さ5mの コードは3つのプラグを持ち、
露出計とフラッシュ、カメラとフラッシュ
を同調させることができるので、撮影をす
るときにもコー ドを差 し換える必要がな
く、大変便利です。また露出計側の接続端
子はロック機構がついているので確実に接
続することができます。 (図 -20)
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8.取扱い上のご注意
お買い上げいただいたSEKON:C FLASHMATE L-308は 多くの

電子部品で構成された精密電子機器ですので、下記の点にご注意ください。

1.落下または衝撃は絶対にさけてください。
2.高温、多湿な場所には保管しないでください。
3.光球、レンズ面にはホコリ・ゴミ・傷がつかないようにしてください。
また、常に、清潔に保つようにしてください。
4.本体が汚れたときは、乾いた柔らかい布やシリコンクロスでふいてください。
シンナー、ベンジンなどの溶剤は絶対に使用しないでください。

5.余分な電池の消耗を避けるため、使用時以外は、できるだけ電源をOFFして
ください。
6.正常な動作をしない場合は、電池をとりだし約 10秒以上経過してから入れ直
してください。
7.長い間、使用しないときは電池を抜いておいてください。

万一、故障がおきたときは、最寄りの営業所またはサービスセンターにお持ちくだ

さい。お近くに、営業所またはサービスセンターがなく輸送される場合には厚さ

3cm以上の衝撃よけパッキングに包んでから、ダンボールなどで梱包してくださ
い 。

10

9.仕様
測定・測定方式

測定範囲 (IS010o)

くり返し精度
受光部

受光素子
校正定数
表示範囲

その他の表示

使用電池
使用温度範囲
保存温度範囲
標準付属品
大きさ。重さ

●入射光式、反射光式兼用
●定常光、フラッシュ光用デジタル露出計
●定常光、EVl～ 19ゴ粍 (19.9)
●フラッシュ光 F2～ 90J・ 1・t(F90+0.9
絞り)
●±0.lEV以 内
●入射光・・・光球
●反射光・・・レンズ (受光角 40° )

●シリコンフォトダイオード
●C=340 K=12.5
● iSO(フ ィルム感度)3～ 8000(1/3S
V単位)
●T(シ ャッター速度)定常光・・・ 60秒～ 1/
8000秒 (lTV単位)
f/S(シ ネコマ数)・ ・・ 8、 12、 16、 1

8、 24、 25、 30、 32、 64、  128
(開角度 180° )

フラッシュ光・・・ 1秒～ 1/500秒 (lTV
単位)他に 1/75、 1/80、 1/90、
1/100

● F〈絞り)0.5～ 90」・L
● EV(露出値)-4～ 26と `
● F、 EVの小数項 、▲ (0.1)～ ゴL(o.
9)
●測定範囲 Eu(ア ンダー) Eo(オ ーバー)
●測定モード ロ ■ ロ ロ [ョ
●バッテリーチェック、bc J亀 ～ .▲
●単 3乾電池 (R-6、 LR-6)1.5V l本
● 0℃ ～ 40℃
●-20℃ ～ 60℃
●ストラップ、ソフトヶ―ス、乾電池 1本
● 110x63x22mm
●約 80g(電池を除く)

*こ の仕様および外観は改良のため予告なく変更する場合があります。



10 アフターサービスについて

*弊社の製品には一定の期間内無料修理をお引受けする保証書があります。記載事

項をお確かめのうえ、大切に保管してください。

●無料保証期間などについて

1.無料保証期間はお買上げ日より
lヶ 年間でございます。

2.保証書にお買上げ日および販売店
名のないものは保証の対象になり

ませんので、必ずお確かめくださ

3.無料保証期間内でも有料修理とな
る場合もございますので、保証書

の記載事項をお確かめください。

4.保証期間経過後の修理は有料とな
ります。また、運賃諸掛りはお客

様にご負担願います。

●補修用性能部品の保有期間などにつ

いて
1.補修用性能部品は、5年間を目安
に保有 しております。したがつ

て、本期間中は原則として修理を

お受けいたします。なお故障箇所

によりましては期間が過ぎても修

理可能の場合もありますのでサー

ビスセンターにお問合わせくださ

2.修理可能期間はご使用の状態や環
境、お手入の状態によって異なる

場合がありますので、現品をご持

参のうえお買上げ店またはサービ

スセンターにご相談ください。

3 修理可能期間内でも浸冠水、強度
のショック、その他損傷のいちじ

るしいもので、修理後の機能維持

に問題が残ると思われますものに

つきましては修理不可能となる場

合があります.,

12

●修理ご依頼時における留意事項

1.修理品につきましては、故障内容
を、またご指定の修理箇所があり

ます場合には、その指定箇所をで

きるだけ具体的にお申し出くださ

ぃ。ご指定のない場合には、各部

点検をはじめ品質的、性能的に必

要と認められるすべてのところを

検査・調整・修理することにな

り、修理料金が加算される場合が

ありますのでご留意ください。

2.修理をご依頼されたものの中に
は、単に電池を交換するだけで正

常に作動する「故障していないも

1をギ景尋革

'1三

声ぁ是19倉
違いなどについて、よくお確かめ

ください。

●転居の場合の手続きについて

1.転居で販売店にご依頼しにくい場
合は、最寄りのサービスセンター

にご相談ください。

●お問合わせ先について

本製品の保証、修理、使い方などのお

問合わせは、最寄りのサービスセン

ターをご利用ください。

本製品の故障が原因で生じたフイル

ムの損失、様々な出費、迷惑ないし

不都合、精神的な損害、その他すべ

ては、補償致しません。

ユーザーメモ



ユーザーメモ

[保証規定]
つぎのような場合には保証期間内でも

保証の対象とはなりません。
1 誤ったご使用またはお取扱い上の
不注意により生じた故障、または

損傷など
2.保管上の不備によるもの、および
ご使用者の責に帰すと認められる

故障、または損傷など
3.弊社の指定する修理取扱い所以外
で行われた修理・改造・分解掃除
などによる故障、または損傷
4.火災、地震、水害、公害、指定外
の使用電池 (電圧)お よびその他
の天災地変や落下、衝撃などによ
る故障または損傷
5.保証書のご提示がない場合
6.保証書にお買上げ日、保証期間、
販売店名などの記載の不備な場合
あるいは字句を書換えられた場合
7.ご使用後の内・外装面のキズ、部
品や付属品の紛失による修復交
換、電池などの消耗品類の品切れ
や交換
8.各部点検、精密検査、分解掃除等
を特別にご依頼された場合
9.本製品の故障に起因する付随的損
害 (撮影に要した諸費用および撮
影により得べかりし利益の喪失な
ど)に ついては保証いたしかねま
す。
10お買上げ店または弊社サービスセ
ンターにご持参いただくに際して
の諸費用は、お客様にご負担願い
ます。またお買上げ店と弊社間の

運賃諸掛りにつきましては、輸送
方法などによって、 (問屋便以外
を使用した場合)一部ご負担いた
だく場合があります。

*ご注意

1 本保証書は、以上の保証規定によ
り無料修理をお約束するもので、
これによりお客様の法律上の権利
を制限するものではありません。
2.本保証書の表示について、ご不明
の点は弊社サービスセンターにお

問合わせください。
3.保証書をお受取りの際は、販売店
名および購入年月日などが記入さ
れているかどうかをご確認くださ
い。万―記入もれがありました場
合には、ただちにお買上げ店へお

申し出ください。
4.保証書の再発行はいたしませんの
で大切に保存してください。
5.本保証書は日本国内においてのみ
有効です。

[アフターサービスについて]

1.部品の保有期間など、アフター
サービスに関する事項につきまし
ては取扱説明書に詳しく記載いた
しておりますので、ぜひご覧くだ
さい。
2.修理完了品には、弊社の修理納品
書が発行されますのでお確かめく
ださい。
3.保証期間経過後の修理などについ
てのお問合わせは弊社サービスセ
ンターをご利用ください。
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